
 

平成２１年度 
 

 

 

事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会福祉法人 尾鷲市社会福祉協議会 

 

 

 

 

 



 1 

 

 

目   次 

 

 

 目 次・事 業 総 括              １～２ 

 

 Ⅰ、 企画調整部門 

 

１、 総  務  係              ３～７ 

 

２、 地 域 福 祉 係           ８～１５ 

 

 Ⅱ、 総合相談・支援部門 

 

 

１、 尾鷲市地域包括支援センター      １６～２１ 

 

２、 紀北障がい者総合相談支援センター   ２２～２９ 

 

 Ⅲ、 介護サービス部門 

 

１、 居宅介護支援事業所          ３０～３１ 

 

２、 訪問介護事業所            ３２～３４ 

 

３、 訪問入浴事業所              ３５ 

 

  ４、 尾鷲社協デイサービスいきいき     ３６～３８ 

 

５、 通所介護事業所            ３９～４０ 

 

Ⅳ、 輪内高齢者サービスセンター         ４１ 

 

 

 



 2 

 

平成２１年度 事業総括 

 

景気の減退や介護保険事業の厳しい状況の中で、本会の運営や事業は大きな影響を受けていますが、

関係機関・団体との連携を強化し、地域福祉推進のため事業計画に基づいた事業を積極的に実施しま

した。 

地域福祉係は、近年の共同募金運動に対する地域住民への働きかけや、今後のあり方について見直

していくための第１歩として、募金運動に協力いただく自治会を対象としたアンケートを実施し、多

世代間の交流事業など次年度への要望を受けるとともに、今後への課題を見出すことができました。

また、新たに団体との共催で募金イベントを開催しており、さまざまな形で募金運動の強化を図るこ

とは、今後も財源確保のために必要な活動であることを再認識しました。   

地域活動の新規事業ではおおむねシニア世代を対象に、ふれあいサロン事業の一環として、福祉保

健センター、九鬼公民館、早田公民館を活用し、おしゃべりほのぼのサロンをスタートさせ、一人暮

らしの寂しさを軽減・楽しみづくりの場を増やすことにつなげました。 

防災対策として、尾鷲市ボランティア連絡協議会主催の災害ボランティアコーディネーター養成講

座に職員５人が参加、また県看護協会の尾鷲地区支部委員に委嘱され研修活動を行うなど、体制を備

えています。 

特に２１年度は避難勧告が２回発令され、介護事業所、包括支援センターでは危険のおそれのある

利用者に、早めの避難を促したりするなどの連絡をつけるとともに、避難所を開設し職員体制を取り

ました。 

地域包括支援センターは、新たにケアプラン作成者の人材が増えたことにより社会福祉士、保健師、

主任ケアマネジャーの専門性を充実させました。介護事業所や医療機関の関係マップを作成し、関係

機関に配布して、より利用しやすい環境を作りました 

昨年に引き続き、『認知症サポート１００万人キャラバン』のキャラバンメイトとして認知症サポー

ター養成講座を尾鷲市と共催し、市民への周知･啓発活動を行いました。 

紀北地域障がい者総合相談支援センターは、障がい者が安心して就労できるために雇用主と障がい

者の間にたって支援できる体制の強化をしました。また、就労支援施設『やきやまふぁーむ』の立ち

上げに協力したり、ゴールド人材センターとの連携を図ったりしました。 

介護保険事業においては、職員の体制の充実、介護福祉士取得職員の割合の向上や専門職の配置、

職員研修の充実などにより特定事業所加算やサービス提供加算等を申請し、収入の増を図りました。 

また、介護職員処遇改善交付金事業も申請し、介護職員だけでなく、介護にかかわる職員全員の処

遇改善に努めました。しかしながら、利用者および利用回数の減尐により収入の面では昨年度よりも

増えていますが、赤字の解消には至っておらず今後も経営改善に努力致します。 

輪内高齢者サービスセンターは、輪内地区食の自立支援事業を実施（市の配食サービスの対象とな

らない住民に対して）し、古江、梶賀の２地区で年間２２７食を配食しました。 

このような中で役職員一丸となって次のような事業をおこなったので、報告いたします。 
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Ⅰ、企画調整部門 

１、総務係  

１、会務の運営 

   社協の適正な法人運営と事業の円滑な推進を図るため、次のとおり役員会等を開催した。    

（１） 理事会の開催 

第１回  平成２１年 ５月２８日 尾鷲市福祉保健センター４階 出席者９名 

①平成２０年度事業報告書（案）について 

②平成２０年度決算書（案）について 

③平成２１年度第１回補正予算書（案）について 

④評議員の一部変更について 

 

    第２回  平成２１年１０月２９日 尾鷲市福祉保健センター３階 出席者９名 

①平成２１年度第２回補正予算書（案）について 

②評議員の一部変更について 

③就業規則の一部変更について 

 

   第３回  平成２２年 １月２９日 尾鷲市福祉保健センター４階 出席者１２名 

①平成２１年度第３回補正予算書（案）について 

②評議員の一部変更について 

 

   第４回  平成２２年 ３月２５日 尾鷲市福祉保健センター４階 出席者１０名 

①平成２１年度第４回補正予算書（案）について 

②平成２１年度事業計画書（案）について 

③平成２１年度当初予算書（案）について 

④就業規則等の一部変更について 

⑤評議員の選任について 

 

（２）評議員会の開催 

第１回  平成２１年 ５月２７日 尾鷲市福祉保健センター４階 出席者２１名 

①平成２０年度事業報告書について 

②平成２０年度決算書について 

③平成２１年度第１回補正予算書について 

④理事の変更について 

    第２回  平成２１年１０月２９日 尾鷲市福祉保健センター３階 出席者１８名 

①平成２１年度第２回補正予算書（案）について 
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②就業規則の一部変更について 

 

   第３回  平成２２年 １月２９日 尾鷲市福祉保健センター４階 出席者２１名 

① 平成２１年度第３回補正予算書（案）について 

② 新役員について 

 

   第４回  平成２２年 ３月２５日 尾鷲市福祉保健センター４階 出席者２１名 

①平成２１年度第４回補正予算書（案）について 

②平成２２年度事業計画書（案）について 

③平成２２年度当初予算書（案）について 

④就業規則等の一部変更について 

⑤理事の選任について 

 

（２）監事監査 

      ①平成２１年５月８日 尾鷲市福祉保健センター    監事２名 

          平成２０年度の事業及び会計の監査 

      ②平成２１年８月１１日 尾鷲市福祉保健センター   監事２名 

          平成２１年度４月～６月 定期会計監査 

      ③平成２１年１１月２４日 尾鷲市福祉保健センター  監事２名 

          平成２１年度７月～９月 定期会計監査 

      ④平成２２年２月１６日 尾鷲市福祉保健センター   監事２名 

          平成２１年度１０月～１２月 定期会計監査 

 

（４）その他の監査 

         ①平成２２年２月１２日      財政援助団体等監査 

                          （尾鷲市監査事務局） 

２、事務局体制の強化 

 

（１）事務局体制の強化 

嘱託職員  ５名登用・採用試験を行った。 

 

（２）職員の処遇改善 

介護職員処遇改善助成金を申請することで、介護職員全員に介護事業特別手当を 

支給し、職員の労働条件を向上させた。 

（３）人材育成の観点から福祉関係資格取得を奨励するとともに、各種研修会へ参加させ職員の資質

向上を図った。 
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①資格取得の状況（新規） 

   介護支援専門員   ２名 

   介護福祉士     ７名 

 

②研修会への参加と開催 

・県社協の実施する役職員セミナーや専門、職種別研修会に積極的に参加した。 

     ・社会福祉従事者としての自覚、使命感を育て問題解決能力を養うための自己啓発の促進

として、下記の経験や役職に応じた体系的な研修に参加した。 

       新任職員研修    ２名 

中堅職員研修    ３名 

指導的職員研修   １名 

     ・当会の組織と業務内容を理解し、社協職員としての自覚と職場への適応を図ることを目

的に、新任職員研修会を開催した。      

      

   

（４）事務の効率化 

文書処理簿、時間外勤務などのパソコン処理化 

会計・給与ソフトの各事業所間のオンライン化。 

公用車のリース、車検等の見直し 

公用車駐車場の見直し 

 

（５）規則等の改正を行い、活動基盤の充実に努めた。 

    職員就業規則の改正 

嘱託職員の就業に関する規則の改正 

日額・時給職員の就業に関する規則の改正 

職員給与規程の改正 

旅費規程の改正 
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３、地域福祉財源の確保 

（１） 域福祉事業推進のため公的助成の確保に努めた 

（２）自主財源の確保 

    ①善意銀行の運営 

        市民の善意により次のとおり、現金物品が寄贈された。 

            現金：  一般預託        ３１件     １，７８２，７４３円 

                 指定預託          ５件       ２２３，１５５円 

合 計         ３６件     ２，００５，８９８円 

             ※前年度合計     ４５件    １３，０１１，３０５円 

物品： シュレッダー、デジタルカメラ、３升ガス釜 

    

 

４、福祉団体活動支援 

（１）老人クラブ活動の推進と支援 

   老人の健康、生きがいなどの福祉の向上を図るとともに 社会奉仕活動への   積

極的な参加促進を支援した。 

①老人クラブ連合会活動の支援   ３３クラブ・会員数２，１３１人 

②老人の社会奉仕活動への参加促進の支援 

③高齢者友愛訪問活動への支援 

④尾鷲市福祉保健センターを活用した各種講座の開催 

    

年 度 講 座 数 延べ参加人数 

平成１９年度 １１講座 ３，２７５名 

平成２０年度 １０講座 ３，２１９名 

平成２１年度 ９講座 ２，９４３名 
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５、苦情解決事業の推進 

苦情解決体制の一層の充実を図り、第三者委員をはじめ地域住民からの苦情の汲み上げるとと

もに、苦情に対する職員の意識を高め、サービスの質の向上に取り組んだ。 

①苦情解決体制の構築 

・苦情解決責任者の設置 事務局長 

・苦情受付担当者の設置 総務係長 

・第三者委員の設置   ４名委嘱 

②苦情解決事業第三者委員会の開催（苦情報告） 

日 時：平成 ２１年 ７月 １５日 

場 所：尾鷲市福祉保健センター１階 ボランティア室 

       参加者  第三者委員 ４名  事務局 ２名 

 

③苦情解決事業第三者委員研修会への参加 

日 時：平成 ２１年 ８月２７日 

場 所：三重県津市 三重県障害学習センター大研修室 

        参加者  第三者委員 ３名  担当職員 １名 

    

④苦情件数 苦情総数（平成２１年４月～平成２２年３月）  ２件 

                    （平成２０年度 ４件）   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦情の内容 平成２１年度 前年度 

ケアの内容に関わる事項 １ ２ 

個人の嗜好・選択に関わる事項 ０ ０ 

財産管理・遺産・遺言等 ０ ０ 

制度・施策に関わる事項 ０ ０ 

その他（職員の言動・交通マナー） １ １ 

本会以外への苦情等 ０ １ 

 合   計 ２ ４ 
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２、地域福祉係 

 

１、ボランティアセンター事業の実施 

（１）ボランティアセンターの効果的な運営 

   ①市内ボランティア団体への情報啓発 

   ②団体の活動しやすい、相談支援体制やボランティア団体の環境づくり 

③安全な活動環境の支援のため、ボランティア活動保険および一事業開催ごとの行事用保険へ

の加入促進と保険料の一部助成 （２１年度：加入対応件数１００件） 

④ボランティアグループへの助成実施（２１年度：１団体２万円を１０団体に助成） 

   ⑤尾鷲市ボランティア連絡協議会の定例会の開催支援     

    ・ボランティアまつりの開催：平成２２年２月２１日（日）来場者 約５００名 

    ・災害ボランティア養成講座 

開催日：平成２２年１月１６・２３日、２月１３・２７日 

講 師：みえ防災市民会議 スタッフ   受講生１７名 

⑥福祉施設協働事業の実施 

    施設の夏祭り行事への参加協力 紀北作業所夕涼み会（平成２１年８月２１日） 

 

（２）コーディネーターとしての技術の習得 

県社協が主催するボランティアコーディネーター研修会（年５回）に出席し、コー 

ディネーターとして知識と技能を修得した。 

 

（３）児童福祉教育事業の実施 

   市内の小学生を対象に、各種講座を通して、地域生活に大切な視点をはぐくむため、下記の行

事を開催した。 

       平成２１年 ８月１１日 買い物ゲームでエコを学ぼう １３名参加 

平成２１年 ８月２４日 竹ようかんづくり      １７名参加 

       平成２１年１０月２４日 ハイゼックスを学ぼう    １１名参加 

 

（４）データベース化事業への協力 

   県 NPO の呼びかけにより、２年前から尾鷲県民センターや尾鷲市と取り組んでいる、市内のボ

ランティア団体の現状把握とデータの更新作業を継続的に取り組んでおり、市民にわかりやす

い情報整理につとめた。 
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２、福祉協力校援助事業の実施 

（１） 福祉協力校＜小学校：８校、中学校：２校、高校：１校＞に対する、福祉教育の活動への助成

（２１年度：１校５万円 １１校に助成） 

 

（２）福祉協力校活動の推進・支援および福祉教育の相談、援助 

・体験教室の開催 

   車椅子体験、高齢者疑似体験、視覚障がい者体験、点字体験、職場体験、福祉保健セン

ター見学 他 

・その他の福祉協力校活動の推進・支援 

    各種福祉関係行事への参加・募金や収集活動・清掃や地域の高齢者との交流など、具体

的な取り組みに対する調整と助言 
 

３、共同募金運動の推進 

民生委員児童委員、自治会、婦人会など多くの関係者の協力を得て、募金運動を推進

した。 

 

（１）赤い羽根一般募金運動（強化月間：平成２１年１０月１日から２カ月間） 

（募金実績） 

 

 

 

 

 

（募金種別による内訳） 

 平成２１年度 前年度 前年比較 

 金額 件数 金額 件数 金額 件数 

戸別募金 2,422,561 4,985 2,577,184 5,357 △154,623 △372 

法人募金 796,500 126  787,700 121 8,800 5 

街頭募金  46,997 1  42,764 1 4,233 0 

職域募金  91,544 8  54,000 1 37,544 7 

ｲﾍﾞﾝﾄ募金 182,183 5  0 182,183 5 

募 金 箱 

（設置箇所数） 

 81,987 

  （１３） 
6 

 18,352 

   （１２） 
2 63,635 4 

合  計 3,621,772 5,131 3,480,000 5,482 141,772 △351 

 

 

 平成２１年度 前年度 前年比較 

目標額 3,323,831 3,282,190 101% 

実績額 3,621,772 3,480,000 104% 

達成率 109％ 106%  
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（２）活動強化のための企画の実施 

   ①共同募金運動発展モデル推進事業（県共募から10万円助成あり）として、 

任意団体KODOMOとの共催で、赤い羽根イベントを開催した 

（平成２１年１１月１５日矢浜公園にて） 

②共同募金の現状把握アンケートの実施 

アンケート対象 ：９０自治会  

アンケート回収数：５１自治会（回収率５６．６％） 

     

４、社協会員制度の推進 

理事・評議員、民生委員児童委員、地区福祉委員、社協協力員などとの連携により、社協活動へ

の参加・協力を呼びかけ、会員の確保に努めた。 

  （２１年度実績） 

賛助会員１，５６８名  ＜小計1,714,000円＞（前年度１，５６３名） 

特別会員   ５９名  ＜小計  400,000円＞（前年度   ５９名） 

      団体等     １団体 ＜小計   20,000円＞（前年度   １団体） 

     合 計        ２，１３４，０００円 

 

５、地域福祉事業の実施 

（１）地区福祉委員会の活動支援 

①地区福祉委員会座談会の開催 

     目的：地区福祉委員会と社協との信頼関係の再構築と、各種支援の見直しのため、座談会

を通して、現場の活動状況の行った。 

成果：１３地区の委員会に訪問し、現状の活動状況の確認・今後の活動について、社協に

対する要望を聴取。 

②地区福祉委員会連絡会の開催 

 目的：小地域での住民同士の関係の大切さを再確認しながら、福祉委員同士の交流の意味

を目的として開催した。 

日 時：平成２２年２月１０日   参加者：３７名出席 

内容：前半：事業助成金申請について ほか 

後半：レクリエーション研修   

「レクリエーションを学んで、ふれあいサロンに活用しよう」 

講師 ： 梅本 みち代 氏 

③活動助成金の交付  

・前年度賛助会費から（社協会費５０％）の助成 

・基本助成（２万円）および下記の各活動に伴う助成金交付 
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④各種地域活動の状況 

・高齢者ふれあいサロン事業 

地域の公民館や集会所を利用した閉じこもり予防、仲間作り活動を目的とした活動 

・あったかふれあい訪問サービス 

地区に住む高齢者や障がい者などに対し、訪問活動を通して住民同士の横のつながり

を大切にする活動。 

 

各活動の状況は下記のとおりです。 

 ふれあいサロン活動 あったか訪問活動 

委員会名 回数 のべ人数 回数 のべ人数 

泉地区福祉委員会 １ ２８ ２ ６８ 

梶賀地区福祉委員会 ２ ８２ ５ ２１０ 

賀田地区福祉委員会 ・・・ ・・・ ２ １６５ 

九鬼地区福祉委員会 ２ ９８ １ １７７ 

倉ノ谷地区福祉委員会 ２ ５５ ２ １８２ 

須賀利地区福祉委員会 ・・・ ・・・ ３ ２１５ 

曽根地区福祉委員会 １ ５７ ４ ２３８ 

中村町地区福祉委員会 ２ ６０ ３ ２１０ 

野地町地区福祉委員会 ２ ６２ ２ ８９ 

早田地区福祉委員会 ３ １０７ ２ １３２ 

古江地区福祉委員会 ２ ３０ ３ ３６０ 

三木浦地区福祉委員会 １ １０ ３ ４４０ 

三木里地区福祉委員会 １ ６５ ３ ２５８ 

宮ノ上・座ノ下地区福祉委員会 １１ ３９２ ２ １２４ 

矢浜地区福祉委員会 ・・・ ・・・ ２ ３２９ 

坂場地区福祉委員会 ・・・ ・・・ ４ ２３３ 

新田地区福祉委員会 ・・・ ・・・ ５ ３５４ 

北浦・馬瀬地区 ・・・ ・・・ １ ６０ 

中井町 ・・・ ・・・ １ ４１ 

平成２１年度の合計 １２地区３０回１，０４６名 １９地区５０回３，８８５名 

前年度の合計 １３地区３８回１，３９３名 １８地区４２回３，３３８名 
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（２）地区懇談会の開催 

   地区福祉委員会のない町において、地域と社協とのつながりを深めていくとともに、 

   地域の現状を聞き、今後の地域課題を見つけるために開催した。 

     『栄町地区懇談会』 

日 時：平成２１年１０月１４日（水）  

参加者：民生委員１名、老人クラブ会長１名、社協協力員２名、自治会長３名 

      内 容：社会福祉協議会の概要（社協とは） 

         日頃の生活を通して感じること 

 

（３）県外からの視察研修（長野県原村民生児童委員協議会施設研修）の受け入れ  

     日 時：平成２１年１０月２７日（火） 

     参加者：２１名 

     内 容：当社協の事業概要説明 

・尾鷲市の地域福祉事業の現状 

・民生委員児童委員と社協事業のかかわりについて） 

 

（４）地域交流事業（地域研修会：シニア事業）の実施（三重県社協共催事業） 

地域のシニア世代（６０歳以上）の方々に対して、いきいきと生活できるように、健康づくり

に着目して、研修会を行った。 

 日 時：平成２２年２月１６日（火）  

参加者：１８名 

内 容：「レクリエーションで、いきいきライフをおくろう！」 

講師：梅本 みち代 氏     

 

６、各種大会の開催 

（１）尾鷲市戦没者追悼式の共催   

尾鷲市と共催して次のとおり開催した。 

日時：平成２１年６月７日（日） 

場所：尾鷲市市民文化会館せぎやまホール   参加者数：約２５０名 

 

（２）第２１回尾鷲市社会福祉大会の開催 

      尾鷲市と共催して次のとおり開催し、社協事業功労者、団体表彰および社協協力団

体の実践発表を実施。 

日時：平成２１年１１月１４日（土） 

場所：尾鷲市中央公民館３階講堂    参加者数：約１５０名 
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〔第一部：顕 彰〕 

・尾鷲市長表彰 

社会福祉施設・社会福祉団体功労者 ４名 

社会福祉活動優良地区および団体  ２団体 

社会福祉事業協助者        ０名   

    ・尾鷲市社会福祉協議会長表彰 

社会福祉施設・社会福祉団体功労者 ７名 

社会福祉活動優良地区および団体  １団体 

社会福祉事業協助者        １名   

 〔第二部：公演〕 

     ・実践発表「民生委員活動を通して思うこと」民生委員児童委員 大川 勝由氏 

          「僕の生きる道」ボランティア 谷口 勝章氏 

     ・演奏披露「尾鷲節」ほか   三木浦子ども太鼓 様 

 

７、総合相談の維持 

（１）一般相談 各部門担当による、常時相談、電話相談、訪問相談 

（２）専門相談 法律相談（弁護士による）：毎月第３水曜に実施（年間相談件数３７件） 

      結婚相談：毎月第１・第３土曜に実施（件数は市福祉保健課にて管理） 

※高齢者・障がい者相談＝各相談センターにて実施集計 

 

８、貸付事業（自立更生のための貸付事業）  

（１） 生活福祉資金（三重県社会福祉協議会）の貸付状況（３月末） 

①教育支援費 １５件 

②福祉資金（障がい者自動車購入費） ２件（障がい者住宅改修費）１件 

   ③総合支援資金（生活支援費）    １件 

※２１年度での完済数 ５件（内訳：教育支援費４件、自動車購入費１件） 

（２） 福祉金庫の貸付と自立更生指導 

     緊急貸付   ５件（前年度７件） 

 

９、福祉団体活動支援 

（１）当事業者組織である、身体障がい者互助会の活動支援を行った。 

（２）戦没者遺族援護対策の推進のため、遺族会の活動支援を行った。 

 

１０、尾鷲市福祉保健センターの利用促進と効果的な運営 

   福祉・保健活動の総合拠点施設として、研修や交流、健康づくり、市民の社会参加 

の場として、市民が利用しやすい環境を整備し、センターの管理運営を適正に行った。 
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尾鷲市福祉保健センター利用実績表 

      

月 開 催 回 数 参 加 人 数

４ 月 1 5 4 3 , 4 4 6

５ 月 1 5 5 4 , 3 5 3

６ 月 1 6 3 2 , 8 2 9

７ 月 1 7 7 4 , 6 1 1

８ 月 1 7 1 4 , 7 8 8

９ 月 1 8 1 4 , 2 0 2

１ ０ 月 1 8 1 3 , 1 8 8

１ １ 月 1 6 5 2 , 8 7 6

１ ２ 月 1 5 5 2 , 6 5 7

１ 月 1 4 9 3 , 0 1 4

２ 月 1 7 7 4 , 4 6 4

３ 月 2 0 1 4 , 1 6 9

合 計 2 , 0 2 9 4 4 , 5 9 7

前 年 度 2 , 2 4 6 4 7 , 1 8 2 

 

１１、日本赤十字事業への協力  

    自治会・奉仕団（婦人会ほか）などの協力で、次のように赤十字運動を推進した。 

（１）募金運動の推進 平成２１年５月１日から５月３１日までの１ヶ月間実施 

        

目標金額（円） 実績金額（円） 達成率

平成２１年度 3,255,000 2,775,000 85.3%

前年度 3,336,000 2,809,400 84.2%

昨年対比 -81,000 -34,400 7.0%

  

（２）赤十字救急法の開催  平成２１年７月１８日・１９日・２５日 

              受講生：１３名 

（３）災害用天幕配備式・研修会   

日赤三重県支部から、地域での防災計画への位置づけを図り、地域に密着した防災活動

が展開する目的で、地域奉仕団である尾鷲市連合婦人会が目録を受け取り、当社協にて

保管することになった。  

平成２２年３月１０日（水）  尾鷲市連合婦人会 約５０名参加 

内容：①天幕配備式 

         ②訓 練：ハイゼックスによる非常食の炊き出し訓練 

         ③研修会：「赤十字の成り立ち」について 
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１２、その他の事業 

（１）児童福祉事業の推進 

保育園・幼稚園児に対する子供の日菓子の贈呈 ５５２名（前年度４９４名） 

 

（２）母子福祉事業の推進 

   母子父子家庭小学校卒業生に対する激励  ３７名（前年度 ４３名） 

 

（３）広報啓発活動の実施（市広報誌や新聞を通じた広報活動） 

社協だよりの発行（年４回、各１２，０００部） 

 

（４）福祉学生の育成支援  

社会福祉士学生の社会福祉現場実習の受け入れ ４名 

 

１３、福祉用具等貸出事業の実施 

  緊急的・短期的な対応として車椅子を貸与した。 相談件数３０件（前年度３０件） 

 

１４、地域福祉権利擁護事業の受託実施 

   紀北地域権利擁護センターを設置して、１０年近く経ち、市内の関係機関からの相談を中心に、

市外医療機関等からの相談も加わるなどし、事業の必要性を常に感じながら、必要な利用者との

信頼関係の構築と、適切な金銭管理、書類預かりサービスを実施してきた。 

 

①平成２１年度実績 （平成２１年４月～平成２２年３月） 

  

②実利用者人数（平成２２年３月３１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認知症 

高齢者 

知的 

障がい者 

精神 

障がい者 
その他 合 計 前年度 

相談件数 １３１ ５０ ３３ ４４ ２５８ ３１１ 

新規契約 １ ４ ０ １ ６ ３ 

解約件数 ７ １ １ ０ ９ １０ 

 認知症 

高齢者 

知的 

障がい者 

精神 

障がい者 
その他 合計 前年度 

契約件数 ６ １３ ６ ７ ３２ ３５ 
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Ⅱ、総合相談・支援部門 

１、 地域包括支援センター 

 

１、包括的支援事業 

尾鷲市の高齢者が住み慣れた地域で、健康で生きがいのある生活を維持できることを目指して、心

身の健康の保持及び生活の安定のために必要な支援を行なった。 

（１）総合相談支援業務 

イ、総合相談窓口の設置 

相談内容に応じたサービスや制度の利用支援・情報提供及び関係機関等の紹介を行なった。 

相談件数：平成２１年度 ３１５件  前年度 ２３４件（相談内容区分は重複あり） 

 

ロ、地域ケア会議の運営（３回開催） 

地域ケア会議の運営（３回開催） 

 開催月日 参加者 協 議 内 容 

 

第１回 

 

６月１１日 １５名 

①  福祉便利マップの原稿確認 

② 今年度の検討内容について 

③ 事例検討の手法について 

 

第２回 

 

８月１９日 １３名 

① 福祉マップの配布 

② 事例検討会 ～見守りをテーマに～ 

「認知症で独居のケース」 

第３回 １１月１１日 １０名 

① 事例検討会 ～老々介護の支援～ 

「圧迫骨折によって在宅生活が困難となった透析患者の 

 ケース」 

② その他 

 

 

 

 

 

 介護・日常

生活等 

サービス

利用等 

医療に関

する内容 

所得等に

関する 

その他 苦情等 権利擁護

に関する 

合 計 

実人数 ２０７ ８４ ７ １５ ５ ５ １１ ３３４ 

延人数 ２３４ ９０ ７ １６ ５ ７ １３ ３７２ 

夜間緊急  ０  ０ ０ ０ ０ ０ ０   ０ 
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（２）権利擁護業務 

  イ、高齢者虐待の防止  

     虐待防止のための相談窓口の設置を行い、尾鷲市と連携して対応を行なった。 

     虐待件数 平成２１年度 ７件   前年度 ９件 

  

  ロ、制度の活用 

     必要に応じて地域福祉権利擁護事業の利用支援を行った。 

     必要に応じて成年後見制度の活用促進、研修会の開催、申し立て支援を行った。 

 

（３）包括的、継続的ケアマネジメント支援 

  

イ、医療機関との連携体制つくり 

     医療と福祉の連携の強化・推進を図る観点から、入院時や退院・退所時に病院等と利用者

に関する情報共有等を行なう際に使用する「入院時情報提供票」の紀北管内での統一書式

を作成を行なった 

 

  ロ、ケアマネジャー支援 

     ケアマネジメント力を高める取り組みとして居宅介護支援事業所連絡会議において事例検

討及び研修会を開催した。 

 

 

 

居宅支援事業所連絡会議 （4 回開催） 

 開催月日 参加者 協 議 内 容 

 

第１回 

 

 

 

５月２０日 

紀北包括共催 

 

 

３３名 

① 研修会 

「アルツハイマー型認知症 ～実態とケア～ 

講師：黒木 貴裕 

 

第２回 

 

 

７月２１日 

 

１７名 

① 事例検討会（２グループに分かれての事例検討） 

② 情報交換・交流会 

③ その他 

 

第３回 

 

平成２２年 

１月１９日 

 

１７名 

① 事例検討会（２グループに分かれての事例検討） 

② 交流会 

③ 情報交換会：同居家族がいる場合の訪問介護（生活） 

取り扱いについて 
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第４回 

平成２２年 

３月９日 

紀北広域連合 

紀北包括 

 共催 

 

尾鷲 

２２名 

① ケアマネジメント研修会 

「なぜケアプランが必要なのか？対人援助としての 

ケアマネジメント」 

   居宅介護支援事業所のケアマネジャーが抱える困難事例等の相談支援を行なった。 

件数：平成２１年度 １０件   前年度  ３０件 

 

（４）介護予防ケアマネジメント                                                        

介護予防事業、予防給付が効果的かつ効率的に提供されるよう、適切なケアマネジメント 

を行い、介護予防ケアプランの作成等必要な支援を行なった。 

 

イ、要支援１・２の介護予防支援 

予防プラン作成および給付管理数  

平成２１年度 合計 2,248 件  前年度 合計 2,032 件 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月   

認定者数 41 46 55 51 41 42   

地域包括支援センター 128 124 127 134 125 132   

委託事業所 62 65 68 61 53 59   

合計 190 189 195 195 178 191   

  10月 11 月 12月 
平成 22年 

1月 
2月 3月 合計 

認定者数 42 47 49 52 49 38 553 

地域包括支援センター 131 130 132 130 135 138 1566 

委託事業所 62 52 47 51 50 52 682 

合計 193 182 179 181 185 190 2248 
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 ロ、特定高齢者の介護予防支援 

    

事業内容 人数 備考 

通所介護予防事業（運動器・うつ・

認知症・閉じこもり予防） 
７ 運動器７名参加 

訪問型介護予防事業 １ 栄養状況を確認 

電話での情報提供 ７２   

介護保険申請支援 ０ 

状況確認時に介護保険申請をしていた者８名 

（要支援４名、要介護３名、申請中１名） 

合  計 ８０   

 

ハ、一般高齢者の介護予防支援 

介護予防教室 

  開催月日 参加人数 会場 

第１回 ４月８日 ５０ 
中電三田火力発電所    

グラウンド 

 

 

２、任意事業 

 

（１）家族介護支援事業 

    要介護高齢者を介護する家族の精神負担の軽減と介護者同士の情報の交換を目的にした交流

会の開催及び介護者及び介護職員を対象に介護技術についての研修会を開催した。 

 介護者の会  

 開催月日 参加人数 内  容 

 

第１回 

 

６月１７日 

 

８ 

① 介護おしゃべり回 

② ランチバイキング 

③ 夢古道の湯で入浴 

第２回 ９月１４日 ３３ ① 介護方法講義・講習会 

第３回 １２月１日 １９ ① 介護おしゃべり会 

② ゆる体操 

合 計  ６０  
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（２）福祉用具・住宅改修支援事業 

   イ、福祉用具の利用支援 

      福祉用具の利用に関しての助言や購入支援を行った。 

      福祉用具購入支援者 平成２１年度 １２名   前年度 ２０名 

   ロ、住宅改修の利用支援 

      住宅改修に関する助言や理由書等の必要書類の作成を行なった。 

      住宅改修利用支援  平成２１年度 １３名   前年度 ２６名 

 

 

（３）認知症高齢者見守り事業 

   認知症に対する正しい知識と具体的な対応方法を市民に伝える講師役として 

   認知症を理解し認知症の人と家族を温かく見守り、支援する認知症サポーターを 

   1 人でも増やすため尾鷲市と共同で認知症サポーター養成事業を開催した。 

 

  開催月日 参加人数 場所 

１回 ９月１７日 １５ 矢の浜公民館 

２回 １０月１５日 ３０ 熊野古道センター 

３回 １１月２６日 １３ 矢の浜公民館 

４回 １１月２６日 ２８ 向井公民館 

５回 １２月 ８日 ３４ 中央公民館（民生委員会） 

合 計   １２０   
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3、その他 

 

   （１）研修会への参加 

       ・ 地域包括支援センター職員研修 

       ・ 各専門職に対する研修会等 

 

   （２）会議への参加 

       ・ 地域包括支援センター運営協議会 

       ・ 東紀州地域包括支援センター連絡会議 

・ 三重県地域包括支援センター連絡会議 

・ 運営推進会議 

地域密着型小規模特別養護老人ホーム：２カ所 

認知症対応型共同生活介護     ：４カ所                                                                          

       ・ 養護老人ホーム入所判定委員会 

 

   （３）定例ミーティングの実施（包括支援センター内での打ち合わせ） 

       ・ 新規相談ケースについての検討会を実施した。 

       ・ 各自担当ケースについての報告・相談を行った。 

       ・ 各事業の進捗状況の確認及び調整を行った。 

 

   （４）、困難事例等の検討会議（カンファレンス）の開催、、、行政機関との担当者会議 

       ・ 処遇困難ケースの検討会議（カンファレンス）を行なった。 

       ・ 虐待通報のあったケースの検討会議（カンファレンス）を行なった。 
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 ２、紀北地域障がい者総合相談支援センター 

Ⅰ．紀北圏域障がい者地域生活相談支援事業 

 

１． 相談支援事業 

 センター活動をスタートして２年半から３年半のこの一年間は、活動を整理し、レベルアップする

期間であった。三重県障がい者相談支援センターが立ち上がり、地域性の異なる各圏域の相談支援セ

ンターの調整や抱えている問題について指導が入るようになった。 

その中で、紀北地域では市町と相談支援センターの連携として、市町のサービス支給が決定された後

に支援センターがモニタリングするルートを作ることとなった。 

紀北地域の相談支援センターとしての活動を試行錯誤しながら、課題であるケース会議の開催やケ

アプランの作成にも取り組んだが、まだまだ不十分であった。今後も利用者の話をよく聞き、状況把

握をし、個別支援計画を立て、関係機関の方々にとっても活動しやすいような計画的な支援を行って

いきたい。コーディネーターの資質の向上を図り、出張相談の実施やセンターでの外来相談では予約

制も取り入れていきたいと考えている。 

 

（１） 相談件数 

① 年間相談者実数および登録者数 

対象者 実人員 身体 

障がい 

重症心身障

がい（再掲） 

知的 

障がい 

精神 

障がい 

発達 

障がい 

高次脳機

能障がい 

その他 

障がい者 １０１ ２４    ０  ２５  ４９   ３   ０  ０ 

障がい児 ４２  ４    ０   ９   ０  ２７   ０  ２ 

  計 

昨年度増減 

１４３ 

(+２２) 

２８ 

(+６) 

   ０  ３４ 

(+４) 

 ４９  

(+８) 

 ３０ 

(+２) 

  ０  ２ 

(+２) 

登録者数 

削除数 

 ９９  

  （４） 

 １６    １ ２３

（１） 

 ２８

（１） 

 ２９  

（２） 

  ０  ２ 

 

 

② 支援方法（３名相談員分・生活支援員単独分・ピアサポーター支援のべ数） 

対象者 訪問 来所相談+ 

 すまいる教室  

同行 電 話 相

談 

電子 

メール 

その他  

 計 

今年度実績 ３７９ ２４０+５３５  ６３ ４１７   １  ８６ １７２１ 

昨年度実績 ３６８      ３００+６０５  ４８ ５０７   ０  ６７ １８９５ 

 

 



 23 

 

③ 支援内容（のべ件数） 

     述べ件数 尾鷲市 紀北町 

福祉サービスの利用に関する支援  ２８８ ２１１   ７７ 

障害者症状の理解に関する支援  １７１   ９７   ７４ 

健康・医療に関する支援  １３６   ８４   ５２ 

不安の解消・情緒安定に関する支援  ２９１ １９１  １００ 

保育・教育に関する支援  １１７   ７９   ３８ 

家族関係・人間関係に関する支援  １３８   ８４   ５４ 

家計・経済に関する支援   ５７   ３３   ２４ 

生活技術に関する支援  １４６ １０２   ４４ 

就労に関する支援  １０７   ５９   ４８ 

社会参加・余暇活動に関する支援  ８２４ ３８０  ４４４ 

権利擁護に関する支援   １９  １３    ６ 

その他    １    １    ０ 

              計 ２２９５ １３３４  ９６１ 

 

④  ケース会議・個別支援計画作成状況   

対象者 身体障

がい者 

知的障

がい者 

精神障

がい者 

児 童(含

療育計画) 

重症心身障 

がい児・者 

 

 計 

ケース会議のべ件数   ８   ９   ９ ４３（３７）    ０  ６９ 

うちサービス調整会議   ２   ４   ３  １（０）    ０ １０（０） 

計画作成検討実数   ３   ２   ４  ０（１８）    ０ ９（１８） 

 個別支援計画作成数  １  ２  ３ ０（３７）    ０ ６（３７） 

 アセスメントのみ  ２  ０  １ １（０）    ０ ４（０） 

昨年度会議件数   ５   ５  １３   ７    ０ ３０ 

 個別支援計画作成数  ２  ２  ３  ３    ０  １０ 

※サービス調整会議とは、本人・家族およびサービスを提供する関係者がともにサービスの利用目的や回

数など利用の仕方について話し合う場であり、個別支援計画を作る調整会議でもある。 

 

（２）コミュニケーション支援 

①  視覚障がい者 IT 講習会のファローアップ・・・・今年度は、希望がなかった 

②  点訳依頼のコーディネート・・・・今年度は、要請がなかった。 
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２． 地域自立支援協議会の部会運営および実態把握・サービス開拓業務 

 平成２１年度は、ケース会議を多く開催し、その中から困難事例を各部会で検討する計画で進めた

ため、部会の開催回数がやや減尐した。昨年度と比較し、地域の現場での気づきや問題点を話し合う

ことができてきたが、地域の課題として検討していくまでにはいたらなかった。その結果を、１１月

２７日の地域自立支援協議会にて報告した。  

今年度は、記録は要点を簡潔にまとめ、議論ができるような部会運営をこころがけたいと考えてい

たが、部会によっては、準備不足が目立った。 

県主催の研修で、部会における当事者や家族の意見を聞く仕組みづくりについて紹介され、今後紀

北地域でも取り組みたいと他の圏域の状況を視察した。紀北地域での当事者や家族や一般市民を巻き

込んだ地域づくりについて、検討を進めたい。 

相談支援センターは部会の事務局として関係機関との情報交換を深め、日頃の支援活動での気づき

をタイムリーに客観的な資料とともに提案していけるよう、活発な部会活動を今後もめざしていきた

い。 

部 会 名 開 催

回数 

検討された地域の問題や 

サービス 

部会の課題 

身体障がい者

部会 

３回 ケース検討２例実施。部会長を

決定。ＡＪＵ自立の家について、

情報を集め、視察や費用につい

ての検討も行った。 

重度身体障がいを持つ人の望

む支援とは？地域の専門職や

サービスの不足 

（訪問リハビリなど） 

知的障がい者

部会 

５回 入所調整ケース検討２例、継続

支援ケースの情報共有実施。 

地域活動支援センターの検討 

「この地域に必要な社会資源とは？」 

地域の問題点やサービスの検

討を当事者や家族の参加も含

め、進めていく。 

精神障がい者

部会 

３回 

＋保健

所連絡

会１回 

グループホーム、日中の居場所 

すずらんサロンの報告 

偏見 

地域移行協議会の検討 

タイムリーなケース会議開催。 

グループホームの設立支援 

 

療育部会 ２ 回

＋ 

連絡 

会議 

１回 

重症心身障害児（者）の相談事

業を尾鷲総合病院が受託 

障がい児童の学童保育（紀北町） 

関係機関の仕事・領域を知る 

教育・保健・福祉の連携 

当事者（家族）のニーズを把握

する 

 

 

就労部会 ５回 就労継続Ａ型事業所による雇用

の増加 

ジョブサポーターの活動報告 

雇用主との意見交換会 

就労支援体制づくり 

雇用主との連携を深める 

就労している人の余暇支援 
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３． 生活支援ワーカーの活動 

 紀北地域障がい者総合相談支援センターが尾鷲市にあるということで、紀北町に生活支援ワーカー

を配置し、情報収集と一次相談およびサポートの役割を果たしている。また、支援センターの紹介や

ＰＲする活動、ヘルパーとの連携窓口などを担っている。今年度もコーディネーターとの同行訪問(２

９件)を続け、紀北町福祉担当との同行（３件）を行った。今後は個別支援計画の作成などの役割も一

部担っていけると考えている。 

  生活支援ワーカー単独訪問   ４件 

  精神障がい者サロン     １５回 

  教室活動支援        １７回 

  カンファレンス・部会等   ２０回 

  研修および準備        ９回 

 尾鷲市においても、相談支援員の資格を持つ時給職員により、同行訪問（１１件）や単独支援（５

件）を行った。 

 

４． ピアカウンセラー・ピアサポーター活動支援事業 （自主事業） 

 この事業は平成１９年度、２０年度に養成したピアカウンセラー・ピアサポーターが地域で暮らす

障がい者に対して、支援活動を行うための体制づくりや助言を行うことを目的としている。さらには、

社会資源の尐ない紀北地域での地域生活支援の担い手として定着させることで、本人にとっては就労

の機会とすることを目的としている事業である。 

  

今年度は ①月１回程度、支援センターの準スタッフとして活動する 

      ②紀伊長島での日中の居場所づくりとして、すずらんサロンの世話人をする。 

 ということに取り組んだ。 

 すずらんサロンは、第２・第４火曜日の午前１０時から午後２時半まで、東長島公民館で実施。世

話人と利用者を合わせた当事者の参加は２０回で９４名、平均５．２名だった。世話人は、当日の進

行や参加者への気配りを行った。また、終了前に日誌を書き、次回の献立や午後の内容を決めた。 

 

５．ゴールド人材センターの活用 

  障がい者の臨時的かつ短期的な就業の機会を提供することにより、障がい者の自立と社会参加を

支援する目的で活動しているゴールド人材センターに登録を勧め、仕事を発注した。登録者：１名

（精神障がい）、仕事の発注：８回（受診付き添い業務） 

 内容的には、ピアサポーターと同様の活動であった。 
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６． 各種教室や当事者会の活動支援 

 平成２１年度の各種教室や当事者会を下記の通り実施した。その他の地域ボランティア等による障

がい者支援活動について、情報交換や情報提供は、不十分だった。 

 

① 元気会（視覚障害者リハビリ教室） 

   月２回 第２、第４金曜日の午後、尾鷲市福祉保健センターにてリハビリ教室を開催し、視覚

障がい者の方々の運動を支援。イチゴ狩りや三重県視覚障がい者福祉大会（アイフェスタ熊野）

などの外出行事も行った。 

 開催２２回 のべ参加人数 ８１名（実人数 ５名） 

② 歩行訓練（社会参加事業で実施） 

 月１回 歩行訓練士による生活訓練が必要な視覚障害者に対して、白杖を使った歩行訓練を行

う。パソコン、点字の指導もしてくれる。 

 開催１２回 のべ参加人数 ３９名（実人数 ４名） 

③ ウイークエンドサークル 

   月１回 原則第４土曜日に、当事者活動を実施した。ヘルパーを利用して参加している方も多

い。土日の日中活動の場として、定着している。 

   開催１０回 のべ参加人数 ２１８名（知的２００名、身体１６名、精神２名） 

         実人数     ４１名（知的 ３７名、身体 ２名、精神２名） 

④ フラワーアレンジメント教室 

   月１回 原則第４水曜日に、尾鷲市福祉保健センターボランティア室にて、 

池田比早子先生に依頼して実施。今年度から紀北作業所・分場からの送迎がなくなり、各自バス

で来たり、家族と来るようになった。 

 開催１２回 のべ参加人数 １３５名  

⑤ 音楽教室 

   月１回 原則第２土曜日に、尾鷲市福祉保健センターにて、癒しの会主催で、 

   新宮在住の音楽療法士の福田朝子先生に依頼して実施しているので、協力した。 

   開催１２回 のべ参加人数 １８４名  

⑥ おもちゃ図書館 

   月１回 第２土曜日に、障がい児等の遊び場の開放とおもちゃの貸し出しを行う。 

   開催１２回 のべ利用人数 １６５名 （うち障がい児４５名） 

⑦ その他 

   尾鷲市・紀北町の「障がい者スポーツ大会」くろしお学園運動会に参加した。 

   はあとの会活動に協力参加した。   年間１１回参加（のべ８４名） 

 

  

 



 27 

Ⅱ．障がい児等療育支援事業（三重県委託事業：尾鷲市社会福祉協議会受託） 

 平成２１年度は、昨年にひきつづき、「すまいる教室」の充実とコーディネーター活動の定着を中心

に取り組んだ。風の広場は、尾鷲市（福祉保健センター）だけでなく、紀北町（加藤小児科）でも実

施した。発達障がいの早期対応の取り組みとして、尾鷲市では、保健・福祉・教育の担当者からなる

「チームおわせ」が保育所の巡回相談を始めたので、参加した。 

 すまいる教室の充実の内容としては、 

① カンファレンスや運営会議によるスタッフの視点の統一 

② 言語聴覚士による指導の継続 

③ 風の広場事業による療育内容の充実 

④ 療育連絡会議の開催による「すまいる教室」の周知と協力依頼 

⑤ 関係機関訪問による連携の充実 

⑥ 療育物品の活用 

 

障がい児担当コーディネーター活動の定着の内容としては、 

① 部会による地域生活の問題点の把握と検討 

② くろしお学園特別支援教育コーディネーターとの連携活動 

③ 福祉サービスの利用相談の対応 

④ 訪問相談支援の実施と個別支援計画の作成 

⑤ 乳健委員会への参加による支援対象児の把握 

⑥ 草の実検診やなでしこ重心通園事業への参加とその紹介 

⑦ 個別療育・音楽教室・絵画教室などの地域資源の活用状況の把握 

⑧ おもちゃ図書館活動の推進 

すまいる教室の参加状況          参加者の年齢（Ｈ20 年 3 月時点） 

 

 

 

 

 

す

すまいる教室参加者の障がいの状況 

主に身体障害   ３ 

主に知的障害    ７ 

広汎性発達障害   ２０ 

その他   ２ 

 

 

 

 実人数 のべ人数 

尾鷲  ２０  ３２４ 

海山   ６  １００ 

紀伊長島   ６  １１１ 

計  ３２  ５３５ 

  人 数 

～２歳未満     １ 

２～３歳未満     ４ 

３～４歳未満     ２ 

４～５歳未満     ５ 

５～６歳未満     ５ 

６～７歳未満     ３ 

７～10 歳未満     ４ 

10～12 歳未満     ８ 

   計    ３２ 



 28 

 

Ⅲ．就業・生活支援事業（三重県委託事業：紀北作業所受託） 

公的な知的障がい者授産施設である紀北作業所を中心に、地域の３障がいの就業・生活支援として、

一般就労支援の他、資格取得や職場体験の支援等を実施している。平成２１年度は、新しく設立され

た就労継続Ａ型事業所への障がい者の就労を側面的に支援した。また、ジョブサポーターと協力し、

くろしお学園卒業後の就労者について、定着支援に取り組んだ。また、就労部会では、障がい者を雇

用している事業所と懇談を持ち、理解を深めた。今後も紀北地域の障がい者就労の促進に努めていく。 

 

Ⅳ．ジョブサポーター事務局運営事業（三重県委託事業：尾鷲市社会福祉協議会） 

 三重県が指定したジョブサポーター養成講座を修了した者が、有償ボランティアとしてジョブサポ

ート活動を実施することを支援し、障がい者の雇用促進、職場定着を図る。具体的には、ジョブサポ

ーターの派遣事務、活動支援、打ち合わせ会議の開催、支払いなどを行う。今年度は、ジョブサポー

ターの変更にともない、１名を新たに養成した。 

平成２１年度のジョブサポーターの事業所等への派遣回数は７名の障がい者に対して４名のジョブ

サポーターがのべ８０回出向いて指導や調整を行った。この地域には、就労移行支援事業所がないた

め、ジョブサポーターの相談範囲は広く、規定の業務以外のニーズも多く、今後の体制を考えていき

たい。（市役所やくろしお学園からの要望には、事務局とは別に対応した。） 

 

Ⅴ．地域移行支援事業（退院促進事業）（三重県委託事業：熊野病院受託） 

 精神障がい者の長期入院者の中で、環境が整えば地域生活が可能である方々の地域生活への移行を

支援する。紀北地域では、熊野病院オランジュが受託し、そのコーディネーターが、週に３回活動を

続けている。 

今年度の活動状況としては、新規登録者が２名あり、前年度からの登録者数は１２名となった。そ

の中で、退院は３名（在宅１名、共同住居２名、再入院１名）であった。現在、退院支援中が９名、

地域移行および定着支援中が３名、支援修了が２名である。 

活動内容としては 

① 病院訪問支援（面談など） 

② 外出同行支援（買い物、公共交通機関利用など） 

③ 福祉施設等見学利用同行支援 

④ 精神部会への参加 

⑤ 地域移行支援協議会の開催 

来年度以降の課題としては 

① 精神部会・地域移行支援協議会の中でグループホームの設置に関する検討や日中の活動の

場の確保などの検討をする 

② 地域でのネットワークを強化し、緊急時に早期に対応できる体制を整備する。 

③ 個別支援会議を開催し、情報・支援計画の共有をはかる。 
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Ⅵ．日中一時支援事業（尾鷲市の委託事業：尾鷲市社会福祉協議会） 

夏休み等の長期休暇において、家庭外での居場所が必要な障がい児に対して、日中一時支援サービ

スを提供する。今年度も、夏休みだけでなく、冬休みや春休みも実施した。 

 

午後１２時３０分から４時３０分（準備・片づけを含む）、重度障がい児童対象。 

利用者の１割負担実施。（１日３００円）。内容は、預かり保育。 

今年度の利用者は、小学生～高校生の６名（必要に応じて、週１回～５回利用） 
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Ⅲ、介護サービス部門 

１、居宅介護支援事業所 

介護保険の指定居宅介護支援事業所として、居宅での介護サービスやその他の福祉サービス、保健

医療サービスが適切に利用できるよう、利用者自身の立場でその有する能力に応じて、自立した生活

を送るための公正中立な支援を行った。 

 

（１）職員体制     

介護支援専門員     ８名（専任 ７名、兼務 １名）               

   事務職員         １名        

               （計９名） 

（２）業務内容 

①居宅サービス計画（ケアプラン）の作成 

②介護保険要介護・要支援認定申請代行 

③利用者、サービス事業者との連絡調整 

④介護に関する相談・助言 

⑤その他の苦情や問い合わせ 

⑥介護保険外の福祉サービスや福祉制度の利用援助 

⑦介護保険施設への紹介 

⑧国保連への給付管理及び介護報酬の請求（訪問介護・訪問入浴・通所介護） 

（３）申請実績 

 

 

 

 

 

 

 

（４）住宅改修支援事業請求実績 

 

 

 

 

 

 

 

申 請 者 数 平成２１年度 前年度 

介護保険新規申請者数  ３７名   ６８名 

介護保険更新申請者数 ２６１名 ２８４名 

予防給付新規申請者数    ５ 名    ５名 

事 業 名 平成２１年度 前年度 

住宅改修支援事業  ０名 ３名  
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（５）月別請求額 

  居宅介護 

提供月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

請求件数 218 224 225 226 222 220 

決定金額 3,109,500 3,225,500 3,241,500 3,260,500 3,201,000 3,164,500 

 

10月 11 月 12月 1月 2月 3月 合   計 

215 211 213 219 211 212 2,616 

3,109,500 3,047,500 3,073,500 3,173,500 3,046,000 3,072,500 37,725,000 

      ※前年度 ２，６７４件  ２９，１３０，５００円 

      ※月遅れ請求分は含まない。 

  介護予防 

提供月 4 月 5月 6月 7月 8月 9月 

請求件数 13 11 12 11 10 12 

決定金額 63,560 45,320 49,440 45,320 41,200 49,028 

 

10月 11 月 12月 1月 2月 3月 合   計 

11 9 9 9 10 9 126 

44,908 36,668 36,668 36,668 40,788 36,668 526,236 

      ※月遅れ請求分は含まない。 

       

居宅サービス作成新規依頼件数は前年に比べ３１件の減尐となった。居宅介護支援事業は、要介護

者の在宅生活を支援・継続を目的としているが、現在の介護保険制度では在宅でのサービスに制限が

多い。これにより介護者の負担が増し、施設入所を前提とした契約が増えてきたことが、施設を持た

ない社協への新規契約が減尐した要因のひとつと考えられる。また、請求（給付管理）件数は昨年対

比約９８％でほぼ横ばいだが、２１年４月から特定事業所加算を取得したことと独居・認知症に関す

る加算が創設されたことで、大幅な増収となった。 
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２、訪問介護事業所 

 

１、介護保険対象の居宅介護サービス事業の実施 

（１） 訪問介護・介護予防訪問介護 

介護保険の指定訪問介護事業所として、介護や支援が必要な者を対象に、自宅にホー 

ムヘルパーが訪問し、身体介護や生活援助のサービスを提供して在宅での生活の支援を実施した。

18年度以降、利用者の減尐は続き、介護収入も前年度を下回った。 

 

①職員体制（人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②サービス内容 

    ・身体介護：食事介助、入浴介助、排泄介助、体位変換、通院介助、その他身体介護 

・生活援助：調理、洗濯、買物、掃除、その他の家事援助 

・身体介護と生活援助の組み合わせ 

・通院等のための乗車または降車の介助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職    種 常 勤 非常勤 職務の内容 

１．管理者   １ ０ 管理業務 

２．サービス提供責任者   ８ ０ 訪問介護サービスの調整 

  （１）介護福祉士   ８ ０ 

  （２）ヘルパー２級課程修了者   ０ ０ 

３．訪問介護員（ホームヘルパー）  ８ ５２ 訪問介護サービスの提供 

（１） 介護福祉士 ８  １９ 

（２） ヘルパー１級課程修了者   ０   ０ 

（３） ヘルパー２級課程修了者  ０  ３３ 

４．事務職員   １ ０  
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③訪問介護月別実績（月遅れ請求分は含まず） 

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分

請求件数 155 154 154 157 150 146

決定金額 6,429,480 6,209,200 5,852,930 6,105,220 5,516,720 5,436,270

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合　計

149 142 148 148 147 141 1,791

5,700,560 4,934,700 5,228,400 5,243,680 5,308,020 5,689,060 67,654,240  

   ※ 前年度  請求件数 1,925件   請求金額 75,240,650円 

 

  ④介護予防訪問介護月別実績（月遅れ請求分は含まず） 

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分

請求件数 16 15 17 18 16 16

決定金額 264,800 234,460 273,480 283,820 246,800 248,800

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合　計

14 13 12 12 12 11 172

199,440 185,100 172,760 172,760 188,180 163,500 2,633,900  

   ※ 前年度  請求件数 197件   請求金額 3,094,340円 

 

 

 

２、障害者自立支援事業 

 （１）障害福祉サービス 

   障害者自立支援法に基づく障害福祉サービスの提供では、居宅介護、重度訪問介護、移動支援

の各事業を実施。 

 月別単位数（実績月） 

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分

請求件数 33 33 34 32 33 27

決定金額 590,530 574,340 713,890 655,230 566,560 619,260

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合計

33 25 28 32 29 28 367

776,170 653,250 870,490 842,230 699,430 788,210 8,349,590       

※ 前年度  利用件数 395件    利用金額 7,290,740円 
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３、生活支援サービス「あんしん」（保険外サービス）と一般乗用旅客事業の 

実施 

   １７年度から生活支援サービス「あんしん」を実施。訪問系サービスの介護保険外事業の一環

として、生活支援サービス「あんしん」と１８年度から一般乗用旅客事業として、ケアプランに

連動した輸送と介護保険外の輸送を実施している。 

 

あんしん月別実績 

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分

請求件数 18 20 18 22 21 18

決定金額 69,000 76,500 81,500 82,500 76,500 78,500

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合計

19 15 21 20 21 21 234

78,500 69,500 78,500 71,000 93,000 102,625 957,625  

 

  ※ 前年度  請求件数260件  請求金額952,750円 

 

運行利用料月別実績 

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分

請求件数 136 130 136 136 127 119

決定金額 255,330 245,970 245,810 267,750 234,940 209,670

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合計

131 115 128 118 110 117 1503

210,930 199,170 181,490 199,790 208,110 220,290 2,679,250  

   ※ 前年度  請求件数1,770件  請求金額3,157,890円 
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３、訪問入浴事業所 

 

（１）訪問入浴・介護予防訪問入浴 

  介護保険の指定訪問入浴事業所として、看護師や介護員によって、主治医の注意事項 

を守りながら、利用者の身体状況に応じて、安全で快適な入浴サービスを提供した。 

 訪問入浴介護は重度の要介護者が多いため、入院、死亡などで利用者が激減し、延べ利用人数、収

入とも減尐した。通所系サービスの普及など、介護サービスの多様化で入浴に対するニーズも変化

しているものと思われる。 

 

①職員体制（人数） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

②サービス内容 

    ・血圧等の健康チェック 

・衣類着脱介助 

    ・浴槽への移動介助 

    ・入浴介助 

    ・その他入浴に必要な準備 

 

③訪問入浴介護月別実績（月遅れ請求分は含まず） 

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分

請求件数 23 25 26 25 25 22

決定金額 1,200,000 1,283,750 1,350,000 1,508,750 1,336,950 1,300,000

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合計

21 21 21 21 21 20 271

1,262,500 1,162,500 1,162,500 1,044,680 1,117,370 1,130,110 14,859,110  

     ※ 前年度  利用件数 301件    利用金額 16,453,400円 

 

 

職    種 常  勤 非 常 勤 

１．管理者   １ ０ 

２．訪問介護員    

（１）看 護 師   １   ３ 

   （２）介 護 員   ０   ４ 

      （３）運 転 手   ２   ０ 

   合       計   ４   ７ 
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４、尾鷲社協デイサービス いきいき 

 

１、介護保険対象の通所介護・介護予防通所介護事業の実施 

（１）通所介護・介護予防通所介護 

介護に頼らない自立した生活を目指し、運動器の機能向上、口腔機能の向上のための事業を実

施。器具を使った運動、器具を使わない運動など積極的に取り組んだ。 

 

 

①職員体制（人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  ②サービス内容 

   〈共通サービス〉  

・身体の介護・支援に関すること（排泄、移動など） 

    ・生きがい生活支援（レクリエーションなど） 

    ・送迎サービス 

    ・日常生活における相談・助言 

   〈選択的サービス〉 

    ・個別機能訓練サービス（通所介護） 

    ・口腔機能向上サービス（通所介護） 

    ・運動器機能向上サービス（介護予防通所介護） 

 

 

 

 

 

職    種 常 勤 非常勤 職務の内容 

管理者   １ ０ 管理業務 

生活相談員  （３） ０ 通所介護の適正な運営 

看護師   ０ ３ 看護業務 

運動機能訓練の実施 機能訓練指導員   ０ １ (３) 

介護職員  ２ １ 通所介護の提供 

（４） 介護福祉士 ２   ０ 

（５） ヘルパー１級課程修了者   ０   ０ 

（６） ヘルパー２級課程修了者 ０   １ 
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  ③通所介護月別実績（月遅れ請求分含まず） 

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分
請求件数 2 2 2 2 4 5

決定金額 71,090 100,690 109,670 126,820 136,590 133,880

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合計
5 5 5 5 5 5 47

187,350 211,620 211,660 177,590 183,280 191,720 1,841,960  

前年度 利用件数１件    利用金額 23,400円 

  ④介護予防通所介護月別実績（月遅れ請求分含まず） 

４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分
請求件数 15 14 15 15 11 16
決定金額 464,850 419,360 464,850 464,850 326,390 466,840

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合計
16 17 17 14 19 17 186

507,340 555,080 534,950 456,860 566,560 520,320 5,748,250  

※ 前年度  利用件数 146件    利用金額 4,216,560 円 

 

 

２、一般・特定高齢者介護予防事業の実施 

（１）一般高齢者介護予防事業 

一般の高齢者向けのサービスを実施し、介護予防に対する普及、啓発に努めた。 

（２）特定高齢者介護予防事業 

要介護状態・要支援状態にはないが、そのおそれがある特定高齢者向けのサービス。 

運動器の機能向上、口腔機能の向上のための事業を行った。器具を使った運動、器具を使わない運

動等積極的に取り組んだ。 

開催数 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分
特定高齢者 4 3 5 0 0 0
一般高齢者 6 5 6 7 5 6

１０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合計
0 0 0 3 4 4 23
6 6 5 5 6 7 70  

※ 前年度 特定高齢者 開催数 127 回  一般高齢者 73 回 
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３、体力測定会の実施 

 

  定期的に体力測定会を開催した。 

 

実施日 行事名 参加人数 

4 月 17 日 体力測定会 46 

6 月 24 日 体力測定会 44 

 

 

 

４、研修会への参加

開催日 研修内容 主催者

5月13日
デイサービスにおける尐人数
でのレクリエーションについて

県デイサービスセンター
協議会〔紀州地区〕

6月23日 通所介護におけるリスクマネジメント
県デイサービスセンター

協議会

9月13日 介護現場で活かせるリクリエーション
県デイサービスセンター

協議会

10月15日 福祉レクリエーション 吉田福祉基金

11月15日
デイサービスにおける認知症利用者への対
応についての事例検討

県デイサービスセンター
協議会〔紀州地区〕

12月6日
生活障害から学ぶ認知症の理解と介護現場
での実践～事例に基づく個別介護の工夫～

県デイサービスセンター
協議会

2月14日
デイサービスでの個人情報・プライバシー
保護について

県デイサービスセンター
協議会〔紀州地区〕

2月19日
～21日

リハビリケア専門士養成講座 日本通所ケア研究会

3月18日
通所介護事業における
質の高いデイサービス提供と効率的運営

県デイサービスセンター
協議会〔紀州地区〕
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５、通所介護事業所 

  要支援・要介護状態となった場合でも、自立した日常生活を送ることができるよう、日常生活上

の世話や機能訓練を行うとともに、引きこもり予防や社会参加および介護をしている家族の負担軽

減を図るために通所介護を実施した。また、尾鷲市から一般高齢者介護予防事業の委託を受け、一

般高齢者を対象に介護予防の普及啓発に努めた。 

（１）職員体制 

職  種 常 勤 非常勤 職務内容等 

専任 兼任 専任 兼任 

事務所長（管理者） ０ １   管理業務 

生活相談員 ０ ５ ０ ０ 利用者・事業者間の調整 

看護職員 ０ ４ ０ ０ 看護業務 

機能訓練指導員 ０ ４ ０ ０ 運動機能訓練の実施 

介護職員 ０ ３ １２ ２ 通所介護の提供 

栄養士 １ ０ ０ ０ 給食栄養管理 

事務職員 ０ ０ ０ １ 事務全般 

    

（２）サービス内容 

(ア) 入浴サービス（特殊浴、一人浴、一般浴） 

(イ) 送迎サービス 

(ウ) 給食サービス 

(エ) 生活指導 

・健康チェック 

・レクリエーション、創作活動 

・運動器機能向上(個別機能訓練)サービス・口腔機能向上サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 40 

 

（３）月別請求額 

介護予防通所介護
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

請求件数 9 9 9 11 11 10
請求金額 303,030 303,030 303,030 400,550 422,060 377,050
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

11 11 11 12 12 12 128
404,300 404,300 404,300 453,060 453,060 450,810 4,678,580

通所介護
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

請求件数 47 50 51 52 48 46
請求金額 3,540,380 3,749,360 4,105,640 4,050,210 3,852,570 3,708,200
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

43 44 46 43 41 43 554
3,663,920 3,468,120 3,310,300 3,244,200 3,048,180 3,582,820 43,323,900

一般高齢者介護予防事業
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

開催回数 4 4 4 4 4 4
請求金額 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000
延利用者数 37 38 36 40 31 35
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

4 4 4 4 4 4 48
100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 1,200,000

36 37 41 37 39 34 441

 

※ 通所介護、介護予防通所介護に関しては、月遅れ請求分含まず。 

 

介護予防通所介護前年度請求件数   ８０件  金額  3,906,940 円     

 通所介護前年度請求件数      ５９２件  金額 43,985,910円  

 一般高齢者事業前年度延べ利用人数 ４７３人  金額  1,250,000円  

 

  三重県デイサービス協議会に加入し、各種研修に参加してサービスと職員の質の向上に努め、利

用者ニーズを最優先に考えたデイサービスを要支援・要介護者を対象に提供した。通所介護は利用者、

収入ともに減尐したが介護予防通所介護は、利用者数、収入ともに前年度を上回り、介護保険収入で

は微増ではあるが、前年度を上回った。 
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Ⅳ 輪内高齢者サービスセンター 

 

１、社会福祉協議会の分室 

   輪内地区の福祉の向上を図るため、次のような事業を行った。 

 

 （１）高齢者サービスセンターを利用した研修 

       個人研修 ： ０名     団体研修  ： ０名 

（２）社協業務の受付窓口としての機能  

    募金活動を行い、より住民に近いところでも社協活動を推進した。  

      ５月 日赤募金     １０月 共同募金 

   相談窓口業務として年間３９件の相談を受け付け、市や介護保険関係事業所との連携を図っ

た。 

（３）施設の適正な管理・運営につとめた。 

  

２、輪内地区食の自立支援事業の実施（市補助事業） 

   生活支援型配食サービスとして、週３回（火、木、土、）、「食事を作ることが困難な高齢者」を

対象に、食事内容の検討及び調理を行い各家庭へ配食した。 

      

対象地区 ： 輪内一円（梶賀、曽根、賀田、古江、三木里、三木浦） 

登録者数 ： ３２名  下記に地区別内訳 

延べ配食数： ３，８６０食 

事業費  ： ２，３４６，２００円 

（内市補助分）：  ８０２，６００円 

 

地区別内訳  

（梶賀２、曽根４、賀田７、古江１０、三木里６、三木浦３） 

    

３、輪内地区食の自立支援事業の実施（自主事業） 

   ２１年度から、食事を作ることが困難で、市の配食サービスの対象とならない住民に対して自

主事業としての配食サービスを実施。古江、梶賀の２地区で年間２２７食を配食し、１１４，

７００円の事業収入があった。 

 


